
い
ハ
百
十
九
入
学
最
低
に
、
社
品
、
地
歌
作
乙
の
一
年
間
に
プ
士
一
一
百
人
増
加
す
る
間
博
均
館
建
辺
準
備
受
け
る
。
先
入
。
作
品
を
品
世
帯
に
評
先
し

っ
て
ま
た
網
走
は
じ
め
、
五
十
年

γ占
帖
こ
と
に
な
白
、
今
暁
と
も
ζ
の
領
内
が
山
山川
川
明
で
一
は
、
五
月
間
同
開
て
、
あ
ら
ゆ
る
も
白
を
と
な
せ
る
亭
つ
に

一
万
八
千
六
諒
一
一
十
r
f八
と
増
加
し

τ
続
く
と
す
れ
ば
、
昭
和
六
十
咋
に
ほ
、
川
酬
を
め
ざ
し
て
、
展
示
な
る
の
に
、
十
五
年
か
か
っ
た
と
い
う
。

き
ま
し
汚
い
霊
安
員
会
戸
事
計

T
、
に
一
一
万
人
に
d
す
る
こ
と
も

F
S
M刷
物
白
製
作
ゃ
、
義
経
工
的
自
日
当
代
夫
返
品
十
分
。
大
正

し

て

い

る

こ

と

同

月

号

裏

は

、

れ

辛

九

州

地

方

議

崇

物

語

妥

当

時

大

工

の

自

治

が

百

で

枠

組

一

33430し
た

が

っ

て

州

:

宗

、

車

、

穫

量

は

笠

十

埼

霊

主

主

事

;

i

L

a

a

-

-

m

2

耕
民
、
鳥
獣
類
、
植
っ
て
ゆ
臼
な
い
。
明
る
い
人
一
柄
と
、
十
…
地

大

野

土

脇

佳

一

一

語

広

州

刈

物

な

ど

の

覇

標

つ

予

の

お

宣

言

え

、

iら

制

A

Z

京
の
轄
加
担
に
大
わ
ら
f

民
団
が
つ
い
た
め
今
一
文
一
平
九
繭
の
時
じ

一
方
、
児
意
の
増
加
傾
向
は
、
均
萌
木
造
の
校
A

告
が
、
問
辺
泌
域
に
は
新
し
山
川
わ
だ
が
、
〕
方
、
都
結
婚
し
た
。

に
よ
っ
て
相
当
由
笠
宮
官
一
ま
す
。
い
鉄
筋
間
半
げ
が
事
い
と
い
う
と
と
一
ち
、
州
市
宮
中
r
お

え
1

事
趣
味
由
上
京
さ
ん
は
、
若
い
時
か
ら

ぼ
分
け
の
方
目
前
は
む
ろ
い
ろ
あ
る
と
こ
れ
ら
の
点
が
大
主
な
喪
主
と
な
り
、
山
山
引
く
職
人
自
伝
統
技
生
花
を
密
い
、
師
範
の
椀
前
。
吐
事
の
か

思
い
ま
す
が
、

ζ
こ
で
は
単
純
に
、
平
忽
五
回
す
る
山
町
議
の
対
践
に
お
わ
れ
て
い
例
制
争
後
段
に
伝
え
る
た
わ
ら
、
壮
士
走
馬
の
一
肢
に
弟
子
入
白

域
釈
か
ら
白
距
離
に
よ
っ
て
一
一
つ
に
分
る
平
塚
の
実
情
が
、
よ
〈
現
わ
れ
て
い
別
だ
め
、
川
内
大
工
や
一
竹
約
三
帥
自
作
日
叩
日
間
交
持
尋
問
川
で
村
の
怒
り
白
余
輿
に
巡
日
出
出

げ
て
み
ま
し
た
e

そ
の
時
折
指
数
で
る
の
遅
な
い
で
し
ょ
う
か
。
山
川
宮
、
嵐
山
し
き
と
議
室
め
て
い
演
、
震
重
要
の
お
宮
の
器
量

一
ぶ
す
と
、
部
長
「
児
童
警
護
品
一
楽
し
い
入

i
一
川
る
。
竹
細
仁
刻
字
詰
李
完
主
だ
っ
た
。
芝
居
の
伴
意
書
襲
に
パ

然

別

増

加

指

数

者

一

の

と

お

幻

で

す

。

一

一

川

原

森

一

二

さ

ん

は

、

ζ
の
ん
企
闘
に
協
力
、
老
イ
オ
リ
J

ン
も
叩
聞
い
、
ま
た
活
動
写
真
が

ま
ず
、
露
軍
事
一
言
以
内
一

j
学
玄
関
に
i
一
州
骨
器
し
ま
ず
作
り
あ
げ
た
立
や
、
竹
流
行
す
る
と
、
草
も
や
っ
ペ
ふ
る
き

の
悶
印
刷
市
加
地
(
尚
一
J

昔
、
港
、
払
防
相
、

ζ

む
よ
う
た
背
景
掌
わ
と
に
、
昭
和
総
網
ム
む
製
作
工
粍
を
カ
メ
一
フ
に
お

y
j
i
l
l
-
J
よ
斉
静
代
だ
っ
た
!
と
回
想
し
て

腐
十
見
、
花
水
小
学
校
区
域
)
で
は
、
内
十
九
年
五
月
に
慣
山
花
さ
れ
た
一
投
珂
河
吾
川
州
さ
あ
、
長
〈
保
存
馬
市
さ
れ
る
こ
d

一
い
る
。

横
ば
い
ま
P々

は
減
少
し
て
い
る
の
に
、
時
金
の
学
ば
再
制
山
汁
掛
で
は
、
す
く
仰
と
に
な
っ
た
。
ノ
円
上
原
吉
ん
に
は
、
男
一
一
一
入
、
出

i

i

'

 

駅
か
ら
約
一
一
長
か
ら
阿
J
M範
閥
む
き
主
ム
つ
俸
は
二
年
に
一
一
間
川
上
川
上
空
え
は
、
市
内
向
輔
の
捜
一
ノ
一
一
人
の
よ
J

院
が
い
る
が
よ
藁
は

寝
室
抱
周
辺
の
大
軒
、
凶
器
(
一
人
の
議
所
主
し
て
い
〈
ζ
と
が
必
要
川
賞
の
九
人
誌
の
一
一
明
に
生
ま
れ
…

1
1
一

室

長

菌

室

雲

、

装

工

野

、

八

幡

、

予

、

車

、

菌

、

捜

だ

と

し

て

い

ま

す

。

側

た

。
L

五

宮

町

、

伊

章

容

の

一

一

一

足

立

奪

還

な

い

e

霊

降
、
明
ぷ
母
校
長
〉
で
は
、
竺
次
市
の
対
管
怖
が

Frな
っ
て
い
附
相
に
帥
に
手
入
り
し
ト
ん
が
、
九
年
奈
は
、
震
や
ア
ク
セ
す
ー
と
し

ベ
ピ
!
ブ
ー
ム
か
ぶ
っ
た
あ
と
も
ほ
と
〈
な
か
て
こ
れ
ら
の
建
設
ぞ
五
め
て
制
時
の
職
人
の
午
前
は
ひ
ど
い
も
む
お
-
主
て
竹
一
細
工
日
間
一
か
見
庄
さ
れ
、
上
原

ん
と
滅
る
こ
と
な
く
、
い
ま
は
一
一
一
十
一
い
〈
乙
品
、
去
に
函
離
な
ζ
と
で
制
で
、
明
か
も
ま
で
働
き
、
休
み
一
郡
王
尚
一
さ
ん
に
技
益
事
頼
主
意

担
当
時
の
ニ
侍
点
く
に
も
な
っ
て
い
ま
あ
り
ま
す
。
し
か
し

d
Z平
塚
を
酬
は
お
正
月
し
f
告
訴

50五
年
間
…

T
ム

5
aあ
る
が
、
上
一
泣
き
ん
は
注
文
が
あ

す
。
ま
た
J
て
の
宮
地
域
て
志
、
ご
諾
う
子
供
た
ち
に
、
重
喜
た
せ
酬
は
た
だ
雲
、
小
説
い
言
語
長
上
一
在
、
霊
探
索
作
る
の
を

問
は
事
し
ま
し
た
が
、
四
十
互
む
委
し
豪
首
が
で
き
る
よ
T

つ
な
霊
山
ち
。
雪
の
つ
ら
さ
に
泣
い
主
】
竹
楽
し
み
に
し
て
い
る
。

ろ
か
ら
議
に
増
加
し
て
主
て
い
ま
施
設
設
備
の
蓄
を
は
か
っ
て
い
と
こ
出
家
に
帰
っ
た
こ
と
ら
あ
る
。
日
七
夕
ま
つ
り
用
の
か
と
も
霊

7
0

と
は
、
な
に
よ
り
も
世
尽
さ
れ
現
方
し
山
山
し
か
し
、
父
親
の
説
併
で
一
思
い

f
T
i
;
:
L
れ
る
が
、
秋
の
理
勧
告
シ
ー
ズ
ン

ガ
人
突
が
に
害
、
五
十
年
は
さ
ら
こ
の
こ
と
は
、
童
書
石
器
で
い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
脚
内
し
て
親
方
自
も
と
に
も
官
、
翌
が
が
近
付
ミ
ζ
ダ
ル
マ
送
り
の
か
口
、
齢

に

mEft-ハ
万
五
ス
と
な
糊
潔
か
ら
、
一
般
生
が
郊
外
へ
郊
外
向
凡
ま
て
あ
と
灯
ず
か
。
奇
心
克
側
死
ん
援
も
一
年
盟
主
主
じ
て
、
劉
用
の
か
む
な
ど
、
主
が
あ
す
る
。

ひ
ま
し
た
Q

こ
れ
か
ら
は
、
主
年
代
へ
と
伸
ひ
て
い
っ
た
の
と
同
署
、
闘
車
っ
と
震
で
は
、
持
ち
物
の
皇
制
一
一
十
臓
の
均
妥
の
隣
り
に
作
業
所
在
竹
野
、
削
り
字
、
鋭
、
は
ま
な
ど

の
ほ
話
ピ
]
ク
に
向
け
て
官
設
が
さ
、
神
間
、
語
、
問
崎
老
中
心
に
轄
と
ん
や
立
川
刊
の
r託
、
そ
れ
に
間
使
州
警
て
も
ら
い
独
立
し
た

0
2は
主
乙
少
な
い
警
官
宇
多
紛
争
頻
り
に
、

一

塁

台

昔

、

い

ず

れ

は

三

一

需

主

主

党

三

た

主

主

号

、

雪

印

D
吉
宗
主
ん
と
制
に
森
林
が
あ
り
、
竹
細
工
は
告
必
需
克
明
な
作
口
山
を
つ
く
D
あ
げ
て
い
る
。

白
人
台
ま
つ
で
出
手
話
け
る
こ
と
が
え
ら
れ
季
。
さ
せ
る
よ
ミ
い
ま
特
訓
定
患
い
山
即
日
U

宅

、

民
ζ
き
る
な
ど
の
台
所
間
品
会
さ
ん
は
長
老
人
会
長
で
、
主

予
想
文
抗
、
小
学
校
に
、
い
よ
い
よ
第
義
務
教
育
と
し
て
品
川
2
ば
域
が
渋
め
ま
す
。
こ
れ
か
ら
な
、
子
供
白
一
行
動
範
捌
か
ら
、
農
漁
業
用
具
、
黄
金
一
、
洪
水
肝
闘
が
教
え
た
り
、
釜
志
堅
萎
に
は
、
邑

誌
の
ベ
ビ
1
ブ
ー
ム
の
察
官
叶
ら
れ
工
い
ま
圏
中
学
校
に
お
い
て
は
闘
が
ぐ
ん
と
広
す
ま
す
。
特
に
、
交
側
出
ジ
ャ
ヨ
警
の
需
品
、
主
に
覚
え
た
室
の
言
語
七
み
ん
な

せ
て
き
た
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

ζ
れ
ら
呉
市
の
増
加
に
著
し
い
地
域
注
連
ル
ー
ん
を
身
に
つ
け
さ
て
い
つ
も
馴
守
九
尽
の
か
む
な
ど
、
仰
い
安
診
は
主
石
室
町
7
正
せ
る
人
何
者
。
お
い
時

lp色調

乙
の
傾
向
は
、
京
塚
市
に
お
い
て
も
か
あ
る
こ
と
は
、
設
う
す
る
そ
れ
ぞ
れ
官
全
ぞ
推
か
め
る
同
一
一
世
も
芯
れ
る
乙
と
制
万
別
、
数
え
れ
ば
百
話
相
は
ζ
一
え
に
:
は
好
さ
合
っ
た
が
、
今
は
晩
し
ゃ
く
一
合

ぴ
特
別
教
法
巴
主
り
ま
す
。
同
じ
て
昭
和
一
一
一
十
一
二
年
の
一
万
五
干
の
学
校
に
塁
F
確
保
す
る
に
あ
た
つ
な
く
、
そ
し
て
、
持
ち
に
行
っ
た
柴
し
仰
と
れ
ら
荷
主
別
手
芸
は
件
持
で
が
ゑ
し
み
と
い
う
G

七
主
歳
。
家
族
は

し
か
し
、
こ
れ
ら
の
必
害
し
て
も
一
一
記
入
を
ど

iz年金
っ
て
き
て
蓄
に
離
か
し
い
望
書
ん
で
い
入
主
官
宍
一
廷
で
唄
え
て
い
側
守
、
職
人
は
、
か
む
類
、
制
に
物
、
さ
支
志
)
在
宅
へ
射
に
孫
一
入
。
佐

官
主
開
校
す
る
新
設
定
、
合
八
学
級
選
定
す
る
と
手
。
教
辛
主
は
ま
か
な
い
主
主
」
ん
o

た
小
学
者
一
一
一
十
九
年
の
一
万
一
千
い
ま
す
。
同
時
に
、
既
成
市
街
地
に
は
た
戸
互
い
と
思
い
ま
す
。
削
る
き
専
門
別
に
ー
っ
て
い
る
だ
京
言
、
平
塚
市
選
一
一
六
一
一
一
二
。

が

丘

小

学

校

と

筏

著

書

小

学

校

産

会

内

か

ら

は

、

百

四

十

八

別

会

話

失

聖

書

品

、

小

馴

さ

ん

は

、

朝

ま

れ

ら

絡

ん

で

も

引

き

(

文

毛

意

書

。

広

報

屯

ニ

タ

ム

で
す
。
松
が
丘
小
学
校
は
、
大
野
一
m半
年
に
最
小
学
誌
、
ま
J

に

、

神

田

山

学

問

主

三

十

二

教

京

示

日

比

す

る

附

校
の
北
側
に
鉄
筋
開
高
等
寝
室
学
校
か
ら
は
昭
和
山
コ
売
に
構
内
小
も
の
と
子
秘
さ
れ
て
い
ま
す
。
ζ

れ

ら

附

砲
で
、
パ
ジ
ク
寸
引
の
窓
会
議
か
学
校
が
J
て

れ

ぞ

れ

分

離

独

立

し

て

い

は

、

主

審

ず

プ

レ

ハ

ブ

に

よ

る

応

脚

色

、

東

京

一

丁

目

と

二

丁

目

、

震

ま

ず

か

ら

、

震

と

も

ぷ

喜

一

度

清

雲

パ

葉

皇

室

長

持

つ

側

そ
れ
に
時
間
県
道
高
周
到
の
中
原
一
千
J

自
在
自
の
分
測
と
な
る
わ
け
で
す
c

勺

U

v

d

3

7

m

分
譲
し
丈
夫
白
一
二
十
人
、
二
十
一
学
菜
、
こ
白
ほ
か
に
買
を
一
向
指
し
一
年
間
千
数
i
J

級
で
嘉
門
止
す
る
も
白
で
す
。
ま
た
仮
称
で
現
主
投
金
返
設
砂
遜
め
て
い
あ
午
校
一

z

一

揮
二
神
田
小
学
校
は
、
社
会
増
の
激
し
は
、
書
小
学
校
(
喜
一
福
寺
、
一
百
人
の
増

L

い
神
的
小
学
校
か
ら
、
大
神
、
十
一
一
口
際
お
普
通
教
年
八
、
特
別
教
室
一
一
〉
、
松
原
文
部
省
の
学
校
基
本
調
査
に
よ
る
と

よ
η~出
村
田
一
弱
者
分
離
し
て
、
混
在
小
学
校
門
拡
福
三
階
建
て
、
普
通
教
室
昭
和
一
一
一
土
ニ
年
を
ピ
ー
ク
V
減

っ

て

き

限

移
点
新
築
由
ー
の
神
田
中
学
校
白
山
校
合
十
一
、
楳
健
室
じ
、
南
原
小
学
校
た
小
学
生
は
、
四
十
四
年
か
ら
再
び
刀

宇
改
装
し
て
使
用
し
、
約
七
汀
入
、
寸
ハ
鉄
筋
一
一
階
建
℃
箆
円
高
官
磁
場
お
よ

1
グ

が

よ

向

き

、

凶

十

込

一

に

は

一

千

制

(2守

こ
と
し
の
悶
月
に
、
新
し
く
小
学
校
に
入
学
す
る
児
山
一
世
は
、
全
閣
で
約
百
九

十
万
人
、
平
塚
市
内
で
も
三
千
六
百
八
十
人
い
ま
す
。
こ
れ
ら
の
新
入
生
を
持

つ
ご
家
庭
で
は
、
日
プ

γ
ド
七
ん
な
ど
の
入
学
問
川
口
山
を
そ
ろ
え
た
り
、
ま
亡
、
祭

出
凶
生
活
の
心
得
を
身
に
つ
け
さ
せ
た
り
、
入
学
前
の
準
備
に
、
毎
日
虻
し
い
日

を
送
っ
て
い
る
こ
と
で
し
ょ
う
。
市
の
教
育
委
員
会
や
学
絞
で
も
、
い
ま
新
入

学
国
ん
の
健
康
診
断
、
さ
ブ
ス
一
編
成
、
そ
れ
に
新
し
い
給
食
用
食
擦
や
不
足
す
る

杭
、
い
す
の
整
備
な
と
、
新
入
生
を
迎
え
る
準
備
に
お
わ
れ
て
い
ま
す
。
特
に

増
え
続
け
る
子
供
た
ち
の
教
京
を
篠
山
昨
ず
る
た
め
、
学
校
の
新
設
や
い
佼
品
川
の
治

築

を

、

四

月

k
g指
し
て
急
ピ
ッ
チ
で
行
っ
て
い
ま
す
。

ら一一

新入学児の健離詩断 E中原小でEお母さんがt、なくても、ぽ〈へいき

車聾示舟かごの製作iこ打ち込む上主要古ん



お
と
そ
気
分
、
が
む
け
て
や
っ
と
一
か
月
な
の
に
平
塚
市
に
は
、
火
災
に
よ
る
死
者
が
一
一
一
人
も
出
て

尊
い
生
命
と
財
夜
を
失
っ
て
い
る
。
毎
日
カ
ラ
ッ
と
同
れ
て
異
常
乾
燥
注
意
報
が
続
く
も
の
の
、
あ

ま
り
に
も
火
災
が
多
す
ぎ
る
。
現
在
の
異
常
較
燥
花
誌
報
の
山
げ
で
は
、
マ
ッ
チ
一
本
で
家
に
火
が
つ

く
状
怒
で
、
た
ば
こ
の
吸
い
が
ら
の
不
始
末
、
電
気
こ
た
つ
や
ス
ト
ー
ブ
の
消
し
忘
れ
等
々
、
ち
ょ

っ
と
し
た
不
注
意
が
火
災
に
結
び
つ
く
。
も
う
一
度
絞
る
前
に
あ
な
た
自
身
の
手
で
、
必
ず
『
火
の

点
検
』
を
し
て
い
た
だ
き
た
い
。
ま
た
、
今
年
に
な
っ
て
交
通
事
故
、
か
ひ
ん
ぱ
ん
に
起
き
て
い
る
。

昨
年
の
死
者
十
回
人
に
対
し
、
わ
ず
か
沼
十
日
間
足
ら
ず
で
六
人
も
の
死
者
を
出
し
て
い
る
。
火
災

主
交
通
事
故
は
ど
う
し
て
な
く
な
ら
な
い
の
か
静
。

教育研究所穏談窓雷(3D1350 
教胃穏談宮教育研究所職員・月擦臼~金調璽目。別手~15時

務少年額銭安/務少年E案内宮(22)170自
青少年相談・青少年杷談員@平呂、百時~16時・常設

襲警渓穏談窓/湖南地IZ行政セン歩一雷(22)2711 
軟骨相談・吾E虚月 e 水・金〈日待~17時〉土(12時半までコ

3l'通事故棺談・毎週7]-:li謹白・10時-16持(8時半1J'ら受付〉
宅地建物相談暑毎月揮 1 金・10時~16時( 8時半から受付保煤有〉
法徳相談 e毎月第2、皆3、欝4金瞳5 ・ 13時~16時

(8時半から受付人数制限有〉
内相相談，毎週火摺日、木履臼.9時-16滞
高齢者職業相談・荘主週火曜日・ 10時-16時
交通事故稽鍛・捧溺月 10時-16時 g 場所笠通安全協会内

※受持時間丹署いて晶るものぷ外は栂談錦絵時間β、o受骨

市民相談室主/市役所管(22)170告
史i1:fit侶二会・弁護士・毎月第3火曜日・ 131時-161噂亡人数ね

へ按Wt者相談@人揖灘護委員・毎月第 1-士曜臼・ 13時~16~~
行政品情相談ー行政相談員。毎月第]寸曜日旬 13時~16時
百二己 相談 e舌3法書士，自主月第2金濯5・13時-16時
5土地廷物栢談・弁務十 a毎月第1余曜日・1部時-16時 ζ人数制五回有3
0'6珂考案「特許J 相談・弁理十・毎月第 2 滋呂の月曜日 '10時~15時

下話取弓 1巡回あっせん・県工業援異会職員・毎月第3木履813時--16!時
消費生柄本目談・消捷生活コ;/jJ-ん点ンド .jj甚週水日記8.1臼忘年-15時

議社会霊室内相談笠宮(33)お33
心配むと相談・毎i麗月曜日く第5を除<)13時--""15時
母子相談・挺子相談員・平日、 g時-15時30分・常設
安庭泡芸童相談・家露呈J.ll寧相談員・平日、告時-161時陪常設
高齢者職議相談，職業安定所棺談員・平日 B時30分-16時・常設
結婚相談.Il主主墨臼穏臼10時-16提寺
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市
蝿
町
田
関
税

所

得

税

事

業

税

福
刊
施
践
を
EYフ
す
る
か
、
教
育
を
つ
く
っ
て
い
ま
す
が
、
片
隅
っ
た
q

e

h

一
行
政
や
都
市
轄
備
を
ど
の
よ
つ
に
す

y創
っ
た
u
u
m
u
週
一
発
で
す
。

ド
す
め
る
の
か
、
商
世
話
、
T
棄
は
、
不
況
の
た
め
も
あ
っ
て
入
っ
て

〉
農
業
ば
。
孝
一
ス
厄
じ
め
る
と
キ
〈
る
お
金
が
少
な
く
、
モ
の
民
節
、

η
J
が
あ
り
ま
せ
ん
。
と
れ
ら
は
ず
や
ら
な
け
れ
ば
宇
b
な
い
仕
事
が
山

ベ
て
市
民
の
み
な
さ
ん
ど
安
心
し
の
さ
ノ
に
亭
/
ぷ
ら
で
す
。
し
か
し

こ
十
万
市
民
の
み
な
さ
ん
。
古
て
、
昨
年
同
月
、
み
な
さ
ん
の
て
、
豊
か
な
ん
匂
討
が
お
く
J

れ
る
よ
っ
泣
ス
p
d
Lを
い
っ
て
も
は
じ
ま
D
ま

AFJ片
目
す
か
ら
、
私
の
考
え
て
い
信
託
君
主
て
、
市
長
に
滋
任
し
て
か
に
」
と
い
う
一
日
棟
在
実
回
訓
す
る
た
め
せ
ん
。
市
民
の
み
な
さ
ん
が
、
い
ま

る
こ
と
、
や
り
た
い
ζ
と
な
ど
手
南
市
ら
、
ァ
ッ
と
い
う
間
に
十
か
月
が
比
四
の
も
の
ば
か
白
で
す
が
、
か
ん
じ
ん
↑
務
盟
ん
で
い
る
ζ
と
を
、
必
要
と

長
か
ら
む
を
紙
」
と
超
し
て
、

E
の
ぎ
て
し
ま
い
ま
し
た
。
巡
っ
た
D
、
の
と
ζ

ろ
で
、
ハ
タ
と
大
き
ー
な
厚
い
し
て
い
る
こ
と
か
忌
痕
々
に
や
っ
て

A
2
2
3
1
1
1
4

考
え
こ
ん
だ
白
、
叱
ら
れ
た
り
、
ほ
撃
に
浜
北
京
吋
元
っ
て
し
ま
い
ま
す
Q

行
〈
つ
も
D
です。

明
、
{
!
と
一
二

p
f
l一
主

主

ら

な

け

れ

ど

、

p
z

均
三
三
騒
騒
い
か
私
的
欝
麓
議
替
え
中
盤
幻
自

UAHMUU

F
J
5ゐ

1

え
て

-43湾、
し
き
た
臼
に

j
j
i
f
め
ら
れ
た
り
も
ま
苦
で
や
っ
て
ど
れ
一
つ
と
っ
て
み
て
も
、
先
立
と
ら
わ
れ
ず
、
は
じ
め
か
ら
考
玉

い
る
z

っ
ち
に
、
い
つ
の
関
に
か
ト
か
つ
も
の
は
お
品
川
で
す
。
と
と
ろ
が
か
し
て
み
る
こ
と
が
J
U
曹
だ
と
号
い
ま

広
報
紙
を
溢
じ
、
み
な
さ
ん
と
お
話
月
た
っ
て
し
ま
っ
た
と
い
う
の
が
、
ん
じ
ん
の
お
八
訟
が
ひ
ど
〈
心
約
い
む
す
。

ナ
る
こ
と
に
し
ま
し
か
ん
J

E

買
な
と
こ
る
い
ま
の
心
境
で
す
。
で
す
。
い
ま
、

ζ
の
四
月
h
f
b
は
じ
市
民
の
み
な
さ
ん
、
一
持
に
考
え

と
れ
を
読
ん
で
い
た
だ
き
、
円
」
愈
い
ま
、
市
袋
笠
白
れ
に
向
っ
て
こ
ま
る
昭
和
五
十
一
配
度
の
予
算
築
よ
吉
司
l

ほ
あ
り
ま
せ
ん
か
ロ

見
や
む
路
線
を
お
寄
せ
い
た
だ
け
れ
の
手
紙
塗
埠
背
い
て
い
ま
す
が
、
照
の
(
向
う
一
年
間
に
入
っ

τく
あ
お
金

球
た
い
へ
ん
あ
り
お
が
た
い
と
思
い
ま
中
は
、
い
ま
の
平
援
、
将
来
の
平
援
が
ど
の
〈
ら
い
で
、
そ
の
お
金
支
ど

す

。

め

と

と

で

}

析

で

す

。

ん

な

仕

事

を

す

る

由

か

の

見

被

害

)

昭和51配度固定資産課税台帳の縦覧は4月です，いままでは

3月に縦覧をしていましたが、地方税法の一部改正が予想され

一電話でも誇求できます-

nな業務内容3
・戸籍謄抄本¢受村交ィ、・課税証邸等¢受付交1"1
e住民票写し¢受付交付.，図醤グ関瞥・貸出υ
・無職証llJl等¢受付交付 f日]苦主主lEfi邸主除く2

[]虫扱時間3
平 8 8: 30から19・出口さま方
立総白 串:3自治、ら12'鈎まで

るので、一時延期して、政IEされてから課税自緩む縦覧を行う

なお、期日等詳しいことは3月号の広報紙でお知らせします。

ととになりましたので、 4月にな担ます。

民なお、市役所市民審でも戸籍@住E議嬰¢電話受付けをしています

ぜん連絡所 TEL23-2753 平塚



市
議
長
十
二
月
定
例
会
で
可
決
さ
れ
だ
け
か
タ
〈
の
樹
木
、
草
花
舟
説
法
し
、
容
枝
ロ
ザ
切
り
絃
γ
ζ
と
、
⑦
伎
を
は
ぐ

た
「
械
化
白
推
進
お
よ
ぴ
繰
り
保
全
に
か
つ
四
四
日
L
存
ず
る
駁
末
、
草
花
町
入
切
乙
レ
ζτ

司
令
捜
そ
断
っ
こ
じ
f

可
舟
そ
の
低
一

関
す
る
集
担
が
一
月
二
十
日
に
公
布
に
保
投
資
川
す
る
し

rEも
に
土
泊
の
市
保
全
山
田
等
の
保
全
に
支
厩
と
な
あ
行
品
一

さ
れ
、
四
月
一
日
か
b
施
汗
さ
れ
る
こ
質
ヂ
叫
見
返
じ
よ
う
じ
乙
す
げ
や
/
d
寄
与
、
そ
?
ず
る
こ
と
。
(
保
全
部
七
良
好
な
誠
一

と
に
な
っ
た
。

ζ
の
条
例
改
央
な
わ
れ
の
土
地
に
存
ず
る
樹
木
等
三
切
に
待
出
荷
主
砕
保
し
、
か
っ
、

tpd風
世
ふ
縫
一

ゆ
く
一
平
山
棋
の
総
を
市
誌
の
力
で
保
全
し
す
る
等
そ
の
保
全
に
努
め
な
け
れ
ば
な
持
す
る
た
め
必
焚
が
あ
る
と
認
め
る
と

隷
化
排
戸
晶
の
足
が
か
D
に
し
ま
ー
っ
と
定
ら
な
い
。
ま
た
、
乙
自
治
同
一
ιほ
市
民
以
き
は
、
所
有
再
の
品
川
認
帝
持
て
7

山氏一が

め
ら
れ
た
も
の
。
外
白
者
で
市
内
に
七
初
れ
伊
丹
し
‘
主
た
指
定
す
る
も
の
。
ま
た
、
樹
木
内
所
宵

そ
ζ
で
、
乙
の
茶
阿
の
慨
嬰
に
つ
い
管
理
す
み
も
の
に
つ
い
て
A
明
T
る
。
者
ま
市
長
戸
」
樹
木
等
P

保
八
で
樹
一
等
と
し

て
お
知
ら
せ
し
よ
ち
c

A

V

市
一
宿
セ
泊
、
士
泊
の
形
司
令
一
一
従
軍
す
て
柄
定
ず
べ
き
官
官
申
し
邑
る
こ
と
も

乙
の
接
例
は
、
第
一
軍
に
市
や
お
や
る
と
き
は
、
樹
木
、
草
在
の
成
育
に
遁
で
き
る
〉

践
の
公
共
機
喝
さ
b
に
市
民
由
緑
化
応
し
か
fム
杭
態
に
表
主
没
後
コ
克
し
、
穏
山
山

A
V
保
全
ザ
等
心
所
有
者
は
、
①
保
全
樹

に
対
す
る
宗
務
を
定
め
て
お
D
、
第
二
単
位
の
維
持
に
努
め
怒
川
れ
ば
な
b
な
等
宇
一
課
受
し
よ
う
と
し
た
り
、
待
日
1

章

に

事

業

埼

導

の

様

氾

唯

滋

に

つ

い

て

い

。

よ

ラ

と

す

る

と

き

、

②

保

金

内

等

の

ム

想
定
し
、
第
二
一
緯
は
山
樹
木
等
の
mm全
に

φ
保
八
十
上
積
等
の
一
附
白
書
は
、
枯
損
の
岳
部
ま
た
は
一
部
川
枯
死
し
ま
た
辻
減
仲

つ
い
て
J

小
委
な
こ
と
者
定
め
て
い
る
。
バ
ー
そ
の
地
保
全
に
努
め
た
げ
れ
ば
な
ら
し
た
と
き
「
併
有
者
亡
変
更
が
あ
っ
九

ζ
白
索
開
が
制
定
さ
れ
る
と
、
市
民
な
い
o
m
u
一
保
全
税
導
を
伐
採
す
る
こ
と
と
き
は
市
長
に
届
け
出
る
。
他
官
酪
g

は
も
主
ぷ
史
学
域
市
に
オ
地
合
吟
ず
る

ぬ
戸
臨
も
の
も
、
緑
化
に
た
い
す
る
長
諸
島
民
間

リ
醐
う
こ
と
に
な
る
。
市
は
学
校
、
送
路
な

騨儲醐

P
片
山
共
用
地
白
緑
川
山
に
議
極
的
に
務
め

ち
踊
る
と
ど
毛
に
ι
市
民
の
み
な
さ
ん
も
日

各
醜
か
ら
め
手
交
自
分
自
住
ん
で
い
る
土

同 ユ主主J

2月2313(月)1時30分から

{
M
L
 

議AfA 
属支
主
塚
一
時

一
千
開

れ

行

は

寸

民

H
m
A

次

冶

出

ジ

男

一

口

セ

が

わ

華

同

州

事
柏
田

陽

紅

川

太

即

時

大

場所

講師

2 月 20 日 ~22

し物場

渓示品市内で生産されたパラ、カー

九}三ノョン、フ立…ジャ、チ

ユ>-lJYプ等 100点

2月228(日〉午後1時から

3時まで花om

も

き

ととろ

と

4整
色

平境 n.県平抵商工事務所

平塚践工会議IJr・平塚l行頭正主連合金
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お
問
地
に
で
き
る
戸
事
〈
の
菜
室
耕

議

し

な

け

れ

ば

き

な

い

。

ま

た

、

事

業

議

認
す
却
は
、
霊
義
的
に
課
税
ム
定
め
た
逗
暗

j
歪
む
緑
地
を
孫
娘
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
新

国

い

。

の

醐
さ
ら
に
1

現
存
す
る
設
の
探
存
り
た
生
守

開

J

町
、
保
存
億
一
塩
の
甘
聞
い
樹
杯
、
樹
木
、
器

棚
生
屈
の
保
全
事
業
も
進
め
て
い
〈
ζ
と

i
i

醐
に
な
F
G
a

ぬ

間
そ
れ
で
は
、
市
山
田
の
み
な
さ
ん
に
ほ
場
化

問
蓮
田
聞
の
あ
る
条
文
義
介
す
る
と
.
業
緑

〆

震

は

、

顎

層

住

地

盤

柑

提

言

同

い

刊

翼

地

訓

練

の

前

に

説

明

を

聞

く

晶
臨
輔

P
匙
轄
噂

P
弘
器
可
也
J
』
額
噌
J
h
S曙
ノ
』
器
恥
芳
弘
田
部
』
J
』
揺
穂
/
』
器
喝
/
晶
時
謡
、
/
』
諒
曜
J
』
轄
喝
〉
駐
韓
嘩
ノ
』
器
時
『
/
品
器
曲
、
/
晶
器
器
、
f
s誼
噌
J
h富
司
〉
缶
詰
湾
〆
晶
品
』
J
為
替
埼
/
晶
器
出
可
/
話
器
可
旬
/
詣
器
出
可
苓
器
可
〉
晶
出
関
〉
缶
詰
寄
/
誌
時
器
、

r語
審
墨
担
問
問
/
お
義
組
ヲ
イ
見
詰
韓
J
h器
時
、
〉
語
韓
国
コ
蕊
謡
、
〉
込
器
噌
¥
正
鵠
饗
/
』
盟
ミ
ノ
込
韓
建
/
品
謡
、¥
g
e
v

ふ
や
す
喜
久
少
様
式
内
ノ
レ
臨
r
滅
喝
}
C
7
@
す
べ
て
の
問
中
体
活
動
を
通
し
で
弱
ま
す
。
そ
し
て
、
平
壕
市
に
住
ん
で
い
季
か
れ
る
よ
ち
な
、
と
ん
な
時
代
が
〈
る
め
ま
ぐ
る
し
ぐ
家
観
、
混
乱
し
亡
い
玄
9
0

4
u
g
F
f
p設
媛
弱
輔
脱
行

V
L
w
r盛
時
相
場
ω

切
「
返
す
る
こ
と
は
、
向
日
山
中
心
に
動
相
手
薬
学
、
自
発
的
起
動
す
産
み
ん
な
E
警
に
あ
る
高
校
へ
行
三
塁
詰
っ
て
い
ま
す
荷
量
託
金
白
雪
、
私
達
母
親
に
は
そ
し
て
、
母
親
自
身
的

市

議

室

学

校

臨

臨

む

7

5

H

Mげ
れ
い
片
付
十

UM開
討

内

誌

は

U
Fぜ
U

自

の

謹

ん

だ

相

綿

入

に

MMU間
抗

告

話

完

心

的

品

目

守

票
昨
年
、
前
棋
聖
で
譲
露
関
で
は
自
分
一
一
月
滑
る
薬
は
か
ぜ
桑
田
ム
ロ
え
告
の
で
な
く
て
は
な
ら
な
い
と
む
婦
人
の
特
買
を
充
分
に
発
揮
し
、
存
ま
さ
ご
会
議
霊
長
?
?
さ
ん
し
で
矯
与
を
共
暴
露
裁
で
な
さ
フ
プ
活
動
車
を

浄
待
っ
て
い
た
持
、
ひ
と
り
の
お
ば
あ
ア
ス
ピ
H
Y
7
2
V主
宮
つ
で
す
。
今
日
滋
い
ま
す
。
何
よ
り
も
ま
ず
、
人
間
関
在
福
篠
宮
寂
式
出
来
た
と
吾
品
開
会
な
社
け
れ
ば
法
味
が
な
い
と
思
い
ま
す
。
向
上
宇
美
生
寸
浩
に
生
か
し
、

ち
ゃ
ん
が
、
「
近
む
ろ
の
年
詩
り
は
、
主
人
は
薬
学
録
み
過
ぎ
て
い
る
と
の
こ
慌
の
離
し
さ
を
感
じ
る
と
同
時
に
、
工
会
と
文
化
の
発
援
が
あ
る
自
で
は
な
い
ま
さ
む
舎
は
四
十
一
年
七
月
に
文
侶
ほ
か
部
二
回
の
移
動
学
訟
で
す
o
E
を

家

菖
J

中
で
白
母
親
は
、
学
校
、
地
教
議
と
滋
か
い
母
親
由
愛
U

MMは
持

容

託

行

は

以

内

院

長

信

託

同

時

抽

出

品

け

れ

れ

一

ド

ト

訪

日

誌

詩

情

計

紅

白

計

詩

刊

誌

日

τ
J位、
材

料

五

日

耳

目

己

目

立

」
左
ほ
さ
れ
ま
し
た
い
わ
宮
併
し
り
ぎ
高
っ
て
い
量
ま
す
o

通
雪
白
品
は
筆
宰
主
せ
な
豪
家
霊
庭
霊
建
設
聖
聖
首
回
品
掴
白
社
基
会
に
大
奇
鶏
吉
ロ
な
議
療
動
勢
カ
と
主
な
つ
ぞτい
し
主
で
話
さ
喜
せ
て
ぷ
小
ぷ
↑
存
宍
書
主
+
た
~
い
と
急
怒
い
そ
し
て
芸
中
夕
〆
食
の
袋
欽
族
雪
と
の
皐
語
ら
訳
い
は
家
毒
堆
辱I
にι十
る
義
役
割
曹
り
は
毒
で
互
あ
D

い
白
早
中
か
主
ら
い
Sつま毛でも喜噌

韓
静F糸持思似詑詰5川誌杭訂
料

…

;

開

輯
擁
伊
均
4弐そ44宍予で〉〉よ二
J寸

JJJ〈二グ令よ、ふふ糾J義
今

毒

按

は

地

一

翼

罰

金

色

器

官

額

一

、

w

b

k入
毒
、

5
5
5
3義
し
つ
日
角
度
も
奪
三
て
温
か
い
愛
暴
露
盤

一
鋪
盤
麟
務

1
4
1一a
な

る

医

襲

警

護

医

ぎ

ま

小

P
X
村

上

撃

さ

ん

鱗

茎

と

よ

ぷ

ζ
雪
道
す
が
ら
み
た
名
高
ら
ぬ
戸
が
ら
一
見
事
委
主
し
い
も
の
え
ら
れ
急
で
あ
り
た
い
。

〆
べ
議
怒
号
緩
い
ず
晶
子
習
ん
で
い
け
あ
潟
を
す
ら
な
去
の
P
T
A語
、
本
年
度
白
書
校
進
学
諦
望
者
が
古
婦
と
い
う
議
麟
欝
絞
殺
芳
正
常
草
木
の
仏
と
な
と
、
話
し
合
う
こ
ち

皆
勤
断
!
?
?
体
制
に
つ
い

V
U刊
誌

民

日

目

。

;

詩

的

日

時

計

誌

は

ぷ

世

話

白

川

村

A
ま
す
e

げ

は

村

山

い

同

九

日

れ

吋

…

得

難

い

購

入

の

輸

を

拡

げ

よ

う

で
で
す
。
そ
こ
♂
で
私
達
自
生
活
手
校
で
に
、
そ
し
て
お
互
い
の
生
記
事
よ
D
よ

達

、

ζ
の
平
字
書
学
区
の
突
し
て
市
内
に
は
普
通
震
が
二
つ
し
か
{
伝
統
白
畠
る
呂
本
の
莞
桁
白
中
か
さ
さ
や
か
な
学
習
の
議
み
重
ね
が
、

は
「
く

Eの
中
の
底
療
」
に
つ
い
て
ぐ
す
る
苦
に
、
み
ん
な
ど
も
告
に
情
は
ど
玄
つ
で
し
ょ
う
。
な
い
の
で
、
と
喜
校
に
ス
れ
る
市
内
ら
書
・
絵
箇
・
仏
穐
率
ぴ
、
あ
わ
せ
我
が
心
に
ゆ
た
か
害
者
、
我
が
家
庭
に
衿
霞
線
人
会
石
弁
久
子
さ
ん

お
反
者
さ
ま
に
話
を
侍
っ
た
と
こ
ろ
、
湿
器
則
自
輸
を
広
げ
て
い
か
な
け
れ
ば
な

ζ
の
春
、
平
底
・
棄
M

貯
金
区
宇
品
業
安
出
廷
は
わ
子
か
に
凶
吉
名
余
め
J

だ
と
て
わ
が
郷
土
の
盤
史
と
史
跡
告
採
る
」
う
る
お
い
を
あ
た
充
、
ひ
い
て
は
地
方
、
、
。

残

念

な

が

ら

喜

量

語

学

i

g

-

-

!

i

l

l

i

t

-

-

i

l

l

i

t

-

-

i

i

i

i

文

化

き

に

も

っ

そ

で

を

も

島

i
一

仁

つ

子

三

重

グ

ル

:

ブ

分

で

は

な

い

と

白

こ

と

手

。

開

業

認

露

幾

審

議

警

欝

議

議

幾

襲

撃

襲

撃

審

議

態

緩

譲

幾

警

の

で

は

な

い

で

し

ょ

己

主

議

饗

襲

撃

議

議

機

縁

噌

麗

謀

議

機

議

機

麓

議

議

磁

襲

警

鐘

線

機

襲

撃

議

畿

綴

笥

謡

翼

線

認

裂

す

畿

媛

議

議

鱗

噛

1
1
1

撃
機
織
紗
こ
う
し
て
、
関
知
人
《
白
教
養
グ

〉
病
院
、
そ
し
京
区
と
の
機
能
白
シ
欝
欝

:
z
i同
機

線

機

線

建

議

弘

J
重

機

靖

罷

襲

一

一

一

宇

弘

警

そ

し

で

「

在

白

権

利

拡

大

の

為

験

海

ケ

a

ト
妥

ス

テ

会

に

つ

い

長

与

れ

ば

韓

一

一

一

日

韓

襲

持

齢

鞠

轟

解

離

溜

騒

騒

璽

ご

い

晶

一

議

に

」

と

き

つ

よ

う

な

大

差

ス

ロ

ー

ガ

鱗

会

¥

ん

プ

去

口

わ

官

、

活

発

品

豊

富

綴
趨
註
」
い
増
私
欝

i
i
y
晶
綴
欄
欝

h
i轟
綴

灘

間

恥

重

量

毅

字

書

事

量

轟

弘

毅

機

援

欝

畿

(

一

一

笈

ゑ

れ

、

今

引

ん

は

婦

人

会

員

三

百

四

十

ま
な
い
と
の
ζ
と

で

す

が

ぶ

需

緩

賢

司

鋸

欝

蟻

欝

y
d鶴

Fg鍋
鶴
儀
纏
磁
襲
判

-1議
競

ジ

に

は

轄

速

い

か

も

知

れ

ま

せ

ん

が

、

護

審

喬

一

一

撃

は

よ

く

い

っ

て

い

る

そ

う

手

。

火

議

駅

間

見

鱒

輯

輔

欝

輔

欝

向

転

韓

基

欝

罷

居

留

捕

監

欝

せ

め

て

設

が

家

に

あ

っ

足

、

5

4

{
番

大

き

さ

す

ら

ふ

、

24

都
市
に
で
き
で
ネ
塚
市
に
ぜ
重
な
い
は
嬢
綴
謬
簸
欝
議
機
縁
騒
騒
灘
鱗
磯
綴
瀦
緩
畿
纏
綴
毅
駿
務
機
鯵
滋
務
機
織
機
綴
磯
鋭
緩
機
畿
綴
幾
鍛
畿
務
機
綴
綴
幾
綴
務
員
か
ら
安
心
し
て
信
頼
さ
れ
る
す
掃
に
ノ
〆
民
し
み
%
、
4

葉
の
八
+
五
名
は
こ
れ
か
ら
わ

ず
は
な
い
と
思
い
ま
す
。
又
中
混
と
リ
J

そ
し
て
材
会
の
一
国
と
し
て
グ
心
の
口
期
間
近
の
社
会
経
揖
白
品
目
脅
か
叫
γ
弘
佑
に
者
と
し
て
、
大
い
に
期
待
し
で

遠
の
返
者
は
尉
営
で
患
者
室
診
な
け
れ
ら
な
い
こ
と
酔
私
の
主
践
と
い
た
し
ま
す
る
住
徒
は
、
約
四
千
七
百
名
、
そ
白
い
い
邑
7
0
そ
の
上
、
一
校
は
京
子
校
と
き
う
学
習
民
棋
の
も
と
に
H
A

一
呂
田
の
澄
ん
戸
端
人
H

で
あ
D
た
い
と
績
う
よ
っ
て
、
家
庭
徐
裕
に
も
大
宮
盗
彰
轄
す
。

ば
〈
ぴ
に
な
る
と
の
こ
と
で
す
。
良
一
地
7
0
う
ち
高
校
進
学
を
希
望
話
し
て
い
る
生
徒
な
の
で
、
回
目
チ
白
壁
徒
ば
他
の
市
町
村
勉
強
安
打
っ
て
ま
い
一
め
ま
し
だ
そ
の
も
の
で
な
さ
い
ま
す
。
舟
忍
亡
、
私
た
ち
主
婦
仁
諜
せ
ら
れ
と
由
佳
齢
者
の
活
動
世
名
ょ
っ

‘
i
i
Z
l
a
-
-
〉

1

3

b

が
九
七
時
5
九

八

曲

、

ほ

と

ん

ど

全

入

へ

出

る

こ

と

雫

警

な

く

古

れ

、

富

十

仔

務

は

大

号

、

い

つ

も

学

ぶ

疑

ぞ

い

て

見

る

と

4山
田
ま
わ
っ
て

勇

気

を

持

っ

て

畷

臼

へ

話

回

配

れ

れ

M
口

昨

日

間

引

可

の

喜

対

話

の

あ

る

家

躍

に

円

。

騎

手

て

は

官

な

い

襲

で

日

訪

問

日

料

品

目

さ
く
ら
幼
稚
額
北
村
敬
子
さ
ん
る
と
駒
き
ま
す
。
だ
は
、
乙
れ
を
受
け
一
手
住
徒
数
ば
年
玄
掲
う
己
!
と
じ
罰
対
一
宮
部
母
親
ク
ラ
ブ
紙
屋
節
子
さ
ん
と
の
よ
っ
な
時
、
心
の
よ
り
ど
ζ
ろ
て
販
売
し
て
い
る
C
ζ
に
百
九
ぜ
向

λ
れ
る
一
首
通
高
位
で
す
が
、
ζ
の
閉
月
増
J

一

兄

、

現

在

小

学

校

三

年

生

が

高

校

へ

と

し

て

私

た

ち

は

地

域

知

人

会

を

丸

山

凶

利

な

物

を

い

か

に

椛

時

的

JL、
ま

差
の
霊
告
の
中
で
一
母
白
星
室
経
験
す
る
こ
と
は
、
ま
ず
喜
忠
ゑ
て
マ
、
与
を
一
昭
和
五
十
五
年
控
室
。
話
覇
襲
撃
襲
襲
警
私
該
宗
主
言
、
毛
し
て
佐
に
し
、
討
し
て
自
の
軟
禁
一
一
言
、
族
議
援
に
も
役
立
て
る
か
を
勉

理
一
言
し
ゃ
断
さ
れ
て
し
寧
つ
こ
と
み
盤
援

;
J増
加
、
十
年
後
史
十
年
に
は
言
麟
麟
麟
曙

3
2守ほ
し
い
と
い
う
品
川
る
わ
基
と
広
く
は
事
室
せ
と
ま
し
た
。
ζ
の
研
究
選
く
露

で

す

。

廷

し

告

は

、

子

供

白

み

な

レ

ム

一

銭

襲

警

護

紋

下

韓

議

機

鶴

綴

鶴

間

相

明

広

人

き

な

す

主

主

す

。

し

カ

/
J
F思
議
ち
時
五
ん
で
い
ま
「
軍
の
さ
に
写
真
入
り
で
一
翼

2
3の
問

題

が

字

選

警

鐘

饗

洋

議

葬

説

明

二

信

な

り

ま

す

。

で

す

か

ら

、

霊

癖

犠

警

イ

ム

し

な

が

ら

を

一

子

生

を

3暗
い

ナ

¥

ま

し

宍

な

っ

五

り

ま

す

。

ゾ

鍾

一

機

ー

了

曜

区

議

事

必

要

な

む

で

す

。

鴫

持

J
ト

ivrk
ニ
ュ
ー
ス
は
ど
う
で
し
ょ
品
。
語
私
た
ち
の
神
出
陣
人
章
、
昭
和
ニ
と
己
で
、
婦
人
会
…
総
轍
が
し
っ

i
i
i
?離
島

幹

事

議

最

近

、

新

聖

書

一

号

、

受

験

駐

韓

野

成

絹

重

い

i
i十二
年
に
発
足
し
た
の
で
雪
一
千
一
十
年
か
り
と
し
、
宣
言
?

で

の

室

主

主

主

っ

て

い

る

ゾ

f
i
k認を
き

号

室

な

で

き

と

と

が

羅

麟

轟

襲

撃

事

端

義

者

焼

い

て

主

お

う

と

、

学

校

5
2
S
E長
ん

こ

と

は

、

言

語

2

1
忌
い
ま
す
。
私
逮
捕
人
白
使
命
と
も
す
J

“

-ru
報
道
さ
れ
て
い
ま
す
。
受
験
雪
前
に
麟
灘
議
機
穣
鱗
穣
麟
鱗
に
英
し
た
り
、
親
と
し
て
の
ぞ
み
喜
ま
し
た
が
、
高
忘
れ
ず
査
が
か
な
い
寓
ん
で
い
季
。
こ
れ
ι

弓
う
ベ
長
崎
川
婿
と
し
て
、
家
庭
φ

社
会
新
し
〈
伊
勢
原
市
に
開
掩
ず
る
石
田
高
し
た
子
供
の
円
投
母
子
心
T
m
な
ど
不
心
の
ふ
れ
あ
い
、
そ
れ
は
人
と
人
と
は
あ
と
聖
ん
ι
ち
ま
せ
ん
。
の
高
齢
化
レ
〈
減
少
が
心
配
さ
れ
始
め
後
ち
札
代
白
夜
悦
と
し
て
、
口
本
の
悦

・
十
人
き
く
は
争
直
押
ま
で
も
婦
人
の
山
校
を
含
め
て
七
校
、
精
望
者
の
約
四
五
幸
な
こ
と
が
お
き
な
い
よ
う
、
ま
た
、
に
よ
る
。
対
話
の
巾
に
感
動
や
感
激
と
乙
と
救
向
に
関
し
て
の
ほ
杭
は
大
淀
川
肝
あ
の
有
地
に
問
題
が
あ
り
ま
し
た
。
所
帯
白
う
す
L

婦
が
み
な
附
く
手
一
を
〔

は
大
き
少
ぷ
動
か
拝
ん
で
い
る
と
唱
し
部
し
か
皇
謁
校
に
入
れ
な
い
わ
け
で
中
学
浪
人
と
い
う
子
供
役
作
ら
な
い
た
し
五
わ
れ
、
同
時
に
ふ
る
F
D明
、
熱
心
で
あ
り
主
で
あ
っ
て
も
、
子
れ
し
か
し
、
農
来
日
知
人
部
か
ら
の
抗
議
汗
芝
け
っ
て
、
明
る
い
社
会
主
主

も

翌

日

で

は

な

い

で

し

ょ

う

。

す

。

め

に

も

、

H
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しいい3乱!州11問山附i日叩山11山1111附i丹i
ことしで2お3回めを迎える章新i年婦人のつどいは、1fl27おPTAや婦人会などの主婦1庄治人を市民セソターホーノレに集め、熱
気あふれるなかで開会された。地方形放の磁E主化と福祉行政の洗い渥しが叫ばれているなかで、 「婦人の特伎を生かし、私た
ちのカをあわせてな会のために役立てようJとPTA、生活学校、母親クラブ、婦人会の代表が「婦人の主張jともいうべき
意見を発表した。集まった主婦たちの中には、意見を開きながらうなずく5誌が多くみられ、発表の終わるたびに軍基大な約手が
送られた。

喝輔b

しますすiυ川山川1口山山1η川川i日1

〈ο〉 呂ごろ、いろいろな干市b行-の施設をE見苦る機会のT立μし、人へ
O みなさんの事税詰金はこういうところにも佼われている
くο>[市官E政主に喜潟喜心とE理里解を、そして私たちのーまちを知ろう
と き 3月15尽(丹〉午前E時出発事午後3時30分解語
コース 市役所前一競輪壊←粗大ゴミ絞砕処理撞ト大神構揮昨議場

七留守二 f怪貴〉ーゴ二屡霊霊園 寝技会貧富 市ぬヲ可能
費用無料以;食 c用意くださいコ
申込み 往復は7引己Uこ住所、民名、電話番号を記入白うえ〈千254平塚
9番1号平壇方役所秘書広報課〉へ3月1臼〈月〉までに

※定員 (50名〉

2)ヨ22臼〈
午前8草寺平塚絞三階改札口

平揮訳一小田鼠駅ー荻浮よ仁村捜童話

〈観梅〉ー水の患域対ーノh口駅炉、

←平塚駅〈揖行夜間約10Km)

主主 軽装ではきなれた靴、弁当、水筏

交通質50C円位月1怠ずる

とき

集会員寺潤

コース

主主



務少年会館だよ臼

I'Tークル紹介

競演のつどい

音楽会

ミニOL大会

お茶会僕擬底

ニ7オ}クダンス

消費生，吉モニタ-30人による12月の平均噛格

品 自単位小売凶ス}パ-]:王銀活

ち D 紙 80C枚 177fI1 169円 233円
砂 轄白 1k9 293fI1 27C円 264fI1
とう抽 18s 674円 ー

しよう?由 2 Q 425fI1 406τJ 4061司
獄中肉 100g 169fI1 162fI! 156fI1 
じゃがいも 1埼 121円 11詐弓 170F弓
みそ 1埼 249Pj 235内 Z30fIJ
5廷ぷら泊 450g 185円 174円 168f弓
pρ ロノ《ン 10埼 1467fIl …一 …“ 
小麦粉 1国 133月 123悶 118月
洗剤 2，65時間2fI1 661F弓 666月
トイレット
ベ』パ~ 60m 169f-可 171iXJ 186F弓

削山l川"州川3打川"文 学 【"川:日川川"川"川;υi川川'"川山川1川山川i“川i日川1υ川!口川川t行川山lυ山山;打川川iυ}

窯の呂郎 松本本今f潟這張 j
各の才柁t:火K 渡辺浮一 i 
恐ろしい主揚島?所労 諒行揮之介 i
イフブ令のお〈れ活〈続〉 包辺翠子 i 
となE幻コ白芝主空E 栴臼寿箆子 i 
海は睡える 主蔀符一奇部5 江躍 浮 i
閉窪沼E路各 海度英桔 i
幻花上下 瀬戸内晴3莱き i
IJ説集善悪窓量掠式会社 長部日出雄 i
ある愛 中村光夫 j

太陽自由奴伝 野五三官 i
海心開 斎藤栄 i
化石の城 山田正紹 i
光よりi車きわれら 石原慎太郎 i
卑弥呼の末藷 八専不二 i
たくさんのタブ} 主主新 t
罰対二殺しの雨がふる 八切止夫 i
炎の主trr重 工・スト}ン i
殺後の紳士 w・ノ号、問ジィ i 
わが文学生活 大岡昇平 j楽
文学へむ闘い 松山駿 i し
岩校講I'l'i文学ぶ 2 主;
川山gノンブィヴション111!lJI!l，言
工二十歳の原点/-ト 高野悦子 t
宇宙白知的生物上下 !)ドパス i昔

滝川政次郎 i主
佐野祐、二;山

ED.霊はIEしい 1 すノレトノL他 j 
主浩当世物E倍岳百鰻 毎臼新関経済部 r

;;~:士詞部1の散訓 扇谷正造 i
露わつだばごゴ:fyホUにこなる 様方足芯~:!功志 i 
位位1吟i)'変わると告 丸悶ヲ持宰子;

私の地平鶴のJ上乙に 鶴見俊輔;

創叫制川5行川1111附"霊家量霊蕊霊 @ 主生主汲按4山山"問山g只則削3引叩1η川2η川1μi

掃人百耕かぎ針線み もたい邦子 i
臼本伝主窓畏の誼花の遊ぴ 藤才京伝浩之t綴車 a 

)/ }、J
今月白特集問・ J. Qラストコンサ
ート

ジャズファンあつま

令Jl例絞溜会 lC時と14時
2月15日く臼)招模人形芝庖iJ
F大fムj
3月28日 E日)彫る樺志Zむ
の世界j他

争こども狭量百会 lC時と14時
2月22臼 (8) 新老若フィルム紹会
「長くやっ父さん」

3月14日(日)西遊記j

争ステレオコンサート 14時
2月21日(:土コ Eポピュラーコ
iM・5・Qラストコンサートj
3月 68(:1:) 亡クラシyクコ
高楽の流れ17 パガニーニ「バイオ
]):;/協奏曲第1番第4番」

参講演会 学校E望書館協議会共健
2月初日仁金) 14時~16時

CJ，e，童文学者@
1 9 24年横担で生まれ、現在も河
口。 f下品に『ハトは見ているJ n:o 
2コタンり山羊』。自宅で f主主の本
文撞jを環怨している。コ

ヤ促趨月闇臼

V月末館内整理日 2月298(臼〉



すでに新開等でと存むのととと思

いますが、県¢指示によ]:)2月 3日

からの入学予定，~の揮 3 親ジフテ1)

ア (2理浸合〉と 2月 B臼からの種
痘〈第1期〉・ E第 2期) . (第3
主開〉白予防接種は一時中止いたしま

す。ただし三種混合接種¢第1期、

第 2期はいままでどう]:)実施します

再開については、広報ひらつか、そ

¢他でお知らせします。

予防接種の潤い合わせ
予防接種について¢毘乱、合せはな

るべ〈午前中にお車買いいたします。

平塚市役所環境部保健衛生課

電話 22~170日間縮 231 . 233 

0予i坊接穣{こ必要なもの
①母子手帳(転入した人は!日住所で

使っていた吾子子手隈〉

0;鶴診票〈ζのま必ず家で記入し

て体混在国ぷ:してきてください〉

。予防一接穫を受げられない人

¢予防接種ぞ受けて一週間たってい

ない入。創立しカ" BCG、種1豆、
小児マヒ生ワFは、それぞれ1か月
応問自曹をおかないと受けられません

@その他、有2μえE者、けいれん!'tVl支

置、心開IDI符系、軒以または肝蹴に

罫三吉、があDf三釘にとめられている人

波誠島公民委官

3月11臼 中原公民館金呂公民館

封筒型特公民館党ちゃん
さとる

古住所 龍域ク丘17の52望書友住宅
301培ノJ、由民主警察醤へお勤め白悶
本翠さん (27歳〉と春美さん仁24
藷〉む長男。現在日 tJl}'3半で労長

70cm、体重9.2増。

党ちゃんは寝起きかよしいつ

もニコニコ。ノむ匂主危険なf士事を
しているので、出動するときは、

必ず党ちゃんE顔を見ないと出か
けないという子ぼん白う。福岡県

大牟田市出身なので4月に初めて
里帰Dするそうだ50年7月11日生

や

護軍対室長.，詩l歳までの赤ちゃんなら
どなたでも受けられます。当日は

母子手1擦を忘れずに持ってきて〈

ださい。

翻時間・午前 9 時30'，j~J[府30分

2月19臼 街窃崎公民館
9 26円 吉沢公民館
3fl4臼 金問公民間1
1" 11 B 土居公民館

9 12日市役所B会議2
-7-18日豊田公民館
9 25日 金自公民館

保健衛生課では、初めて妊駁され

た方のために、分娩・育児iこ対する
不安をな〈し、明る〈議しい生活が

できるように、母沼教認を開きます

臼ネ皇 3月 1日、 8日、 1511、22f] 
場所間役所B会前主

日時間 13B寺加分~J6時まで

申込み常活かハガキで。

民間白J9の1 市戸一課

保健衛生課では e市内各地主王者巡

回して乳ガンの検診を仔っている。

早期発見のためにまず検診を。

希望者が多い場合は先着30名で締
め切る。時間は午後1時30分から3
時まで。

2月四百土建公民館
.? 268 l'吉沢公民館
3月18日松原公民館
v 25日須車公jjoj恕

一一ー保憧所だよト一一一一一

平援保健所で実施していた乳幼沼

健診 (37:pJヨ児、 3歳児コの沼λ」沼
知者12月から中止L、毎月、日程を
ζ の欄に掲載します。日程在確認の

うえ母子手帳をもってお出かけを。

会おたずねは平左京保也管

TEL仁32)0130ヘ
霊理場所平域保憧所

[3か月見健診3

E童日与問 J3日与一、J4日埠
爾日粍とy，J役氾

3 Jj 5 fl対象5C{f~11刀 1 日 ~10日空

ρ12r1 9 50咋 ilFJllU~20 [1 tË 

c，-19日夕 5口々三llJj21日-30[1，記

(3歳児健診3

鐙時間 13同 -14時30分
韓日程と対京氾

3n1 [L{，j京48年 1月 1E1-10自生
"p 1St] ~少 48年 1 刀 11 日 ~20 日Il'

タ 25日夕 48fj三1

レ'，
 ホ

/
g

も、
bFr

/々

呂
υμμ

ン

H
一峨恨セ

月
十
民

3
側
市

き

ろ
ζ
 

し

心

守

f}

出潰E書体 花ずくエコー合弓部

まとかコ}三ラス、コ-)レ・カノン、書:の会

フラツ}コ-)レ、平塚合隠密、ポコアーポコ

やまびこコ}ラス、平車混声合唱E韮

たんぽぽの会、コ]ノレ，グDヨンケ

と乙ろ
中央地下道ヨコ

掛金 11¥人大ムとも 10[丹

京入場整理燐!式市民センター事務局や討す内の擬著書

l苫にあります
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の4:に移ります。う1日丘〈なDね

ぐらに入る前は、特に多くのムク

ド3が苦詩集した群を作二って飛ぴ、

まるで黒い察のように見えま:9，

ζ¢炎、上空をカアカアと鳴き

ながら、カラスが南刊の方角に飛

んでいきます。時限にあたる湘南

平付近に均ヨスのねぐらがある

のではないかと思っているのです

が、まだ確かめてはいません。

無重量寺方住吉のはjには、サギのな

かきたのねぐらがあ夕、コサギt，f若手

い時こは 10C羽近〈も集まってい

ます。やはり夕方になると、Jilや

京間で在日〈えさ〉を採っていたコ

ずギが、 1羽また1羽と、関崎の

山に向って飛んできます。ね

ぐらにはゴイサギも群れています

7官、 ζちらは夜行性の鳥なので、

コサギが帰って〈るのと入れちが

いに、夕方の空へ飛び出していき

ます。時差出というオつけです。

野鳥の担ぐらを調べると、比較

" 人口f百
地72，850人 (21.

男子 47，565人 ι12，785 '" 
田 3，929へ( 994 ~ 
臼 19，253人(5，283 p 
島 4，898人(1，211 9' 
崎 5，346人く1， 348 -? 
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長
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者
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ん
速
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ぐ

里子烏の中には、決まったねぐら

を持ち、多〈白鳥古ふ日絡に否定を過

ごす種草剖fあbまず。スズメ、ム

ミク問、カラス、トピ、サギなど

百がそのE男iJl!す。全照ピドこカラスの
戸、

ミねぐらを調べたま法F県では7か訴

さ三重県では10かに、県内むすべ、
，ミてのカラスプド集まるととがわかっ

く〉巡回日程2 日〈火〉三兆化改/22臼〈日〉神白 jミ
~ています。

抱究自治会仁午前神田公民館，午後寄木神t!.:l)rj詣~か少なれ

回タパコ【奇襲)/21日〈月〉午前モダンプラスチ y ミらに集まっτくるわけですa
ク白今後白友需蟻 iミ 向窃では、ムクド旦とす阜のね

一一ーハ ハ一一一 iEぐらを見るζとができます。ムク
〉一~--_. i'-. 

iさドYが大群でねぐらを持つのは、
や令ご協力高告がとうございました令守 jミ毛たから冬にかけてで、金剛京寺町

晶、
jミ竹やぷがよくねく守らになっていま

市役j;!f!'l27本、慰問工業84本、市民病涜47;在、古川温 iミ
~す。ダ方、西の空がだんだん事〈

エ1階、花嫁問、農業土木試験場5日本 !いる頃、丸島問地の上に立って

3みましょう。どこからともなく、
対

~ 20担、 30羽とムクドヨカヨ集まDだ

Eし、あたDのイチョロやケヤキ白
対

ミ亡、齢/注目にとま白ます。 _ei手、
ミ真一 キユノレキユノレとつおや〈よ

ミうな消も、鳥の数がふえてくるに

ミしたがって、ロロージとうなるよ

5 うに関こえます。
ムクド2.Jの数はどんどんふえ、

[>5くゴ
私たちの回DIこは
普段気がつかないd、
さな白岩が、まだま

だあります。一度訪

ねてみませんか。
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非
常
広
一
一
回

ん
で
お
ら
れ
る
の
官
、
み
な
さ
ん
白

色
協
力
を
お
願
い
し
た
い
9

述
絡
先
は
平
塚
市
首
窓
銀
行
(
磁

七
十
一
歳
に
な

蜜

問

る
老
人
で
す
が
、

い
ろ
い
ろ
な
悩
み
む
と
を
相
談
し
た

い
持
は
ど
自
主
つ
に
し
た
ら
よ
い
で

し
ょ
う
か
。

ゃ
ん

市
教
育
た
い
て
い
の
赤
ち
ゃ
ん
は
、
活

ま
れ
で
す
ぐ
か
ち
ょ
〈
泣
き
、
よ

研
究
一
昨
路
ぐ
多
吉
幸
す
e
お
母
さ
ん
の
方
拭

一
羽
来
、
赤
ち
ゃ
ん
と
い
う
の
は
そ
白
亦
ち
ゃ
ん

C
Mき
声
や
品
目

手
が
か
か
る
も
む
と
栴
場
は
決
ま
勧
告
し
ゃ
表
情
に
動
か
ち
れ
で
九
子

っ
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
な
た
い
ど
志
白
世
話
者
レ
ま
す
。
む
げ
ば

は
と
て
も
お
と
な
し
い
ホ
ち
ゃ
ん
な
ん
と
か
し
て
常
♂
ん
学
説
そ
う

と
い
う
の
も
い
ま
す
。
と
し
ま
す
。
巴
き
九
日
り
ん
に
な
れ
ば

お
な
か
が
す
い
た
と
歪
だ
け
泣
お
母
さ
ん
も
ホ
ッ
ト
安
心
し
、
語

い
て
、
お
乳
争
最
ま
せ
る
と
あ
と
り
か
け
た
り
あ
や
し
た
り
し
で
長

は
お
と
な
し
〈
限
っ
て
い
る
。
ば
せ
よ
う
と
し
ま
す
。

ひ
と
り
で
お
い
て
も
お
一
一
二
二
j
F
K
写
泣
い
だ
世
話
在
じ

と
な
し
く
疎
ん
で
い
て
尭
乙
可
何
千
警
止
ん
だ
、
む

泣
き
も
ぐ
ず
臼
も
し
な
務
支

5ゐ
ゑ
%
が
直
っ
た
}
あ

い
。
抱
き
せ
は
つ
か
一
一
斉
ジ
現
や
し
た
窪
ん
だ
と

な
い
ー
ォ
寝
る
と
去
ほ

F
仁
句
六
一
円
弱
い
う
で
さ
む
と
が
最
初

ひ
と
り
で
寝
る
の
で
、
惑
九
パ
プ
巧
d
M

由
一
、
一
弓
月
に
、
く

そ
い
寝
を
し
て
や
る
必
一
二
i
I
4
4
~

こ
一
軍
り
…
唱
え
し
ノ
¥
り
泡
え
し

安
が
な
い
。
人
み
し
り
を
せ
ず
、
一
冊
目
起
こ

D
ま
す
e
ζ
D
問
、
お

設
の
と
こ
ろ
で
も
抱
か
れ
て
い
母
さ
ん
は
い
つ
で
も
、
子
と
ち
を

え

号

、

い

さ

せ

、

需

ば

せ

る

こ

と

だ

け

ζ
む
よ
う
に
、
お
と
な
し
い
赤
宇
ovJん
で
い
ま
す
。

ち
ゃ
ん
と
い
う
の
は
、
お
警
L

ん
お
と
な
し
む
一
山
ち
ゃ
ん
と
い
う

に
と
っ
て
と
て
も
識
な
蔀
ち
ゃ
ん
む
は
、
こ
の
よ
う
な
お
母
さ
ん
か

で
す
。
赤
ち
ゃ
ん
の
方
か
ふ
γ和
〈
ら
め
働
き
か
け
が
少
な
く
な
り
ま

と
い
う
こ
と
が
な
い
と
ぺ
お
ぼ
さ
す
の
で
、
そ
れ
だ
け
お
母
さ
ん
と

ん
は
そ
れ
だ
け
手
を
か
け
る
機
会
の
や
り
と
り
h

が
之
し
く
な
U
、
豊

が
少
な
く
な
り
ま
す
。
そ
し
て
、
か
た
端
情
が
青
た
な
く
な
り
、
ひ

諒
ち
ゃ
ん
か
ら
の
要
ぷ
が
少
な
い
い
て
は
、
知
的
た
酎
さ
ら
わ
影
響

の
で
、
お
笠
ト
ん
の
方
か
ら
部
ち
が
あ
る
と
一
円
わ
れ
て
い
ま
す
。

ゃ
ん
に
話
し
か
け
た
hu、
あ
や
し
お
父
さ
ん
も
お
母
さ
ん
も
折
率
く

た
り
と
い
う
こ
と
も
、
ど
う
し
て
亦
ち
ゃ
ん
に
接
す
る
よ
う
心
が
け

も
少
な
く
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。
ま
し
ょ
ョ
。

… 0，.，，，…… 0・.，.，…・一

を

ごと

〈
一
市
浅
〉

h

拍
車
商
打
の
償

額

醤

み
と
と
な
P
ほ
老

人
相
談
員
制
度
由
利
用
在
お
す
す
め

し
ま

7
0

本
市
に
は
、
現
在
市
内
一
一
一
十
六
人

の
方
が
県
知
事
か
白
血
柑
議
員
と
し
て

番
議
さ
れ
で
い
ま
す
。

ζ
白
老
人
相

談
員
以
、
そ
の
役
割
り
の
重
要
な
こ

と
か
ら
爆
活
用
で
f
八
一
格
誠
亮
が
高
〈
社

会
的
信
望
の
あ
る
方
、
ま
た
老
人
福

卦
の
靖
識
に
熱
意
が
あ
っ
て
、
悲
仕

的
精
神
の
も
と
に
活
動
古
昔
る
方
、

四
円
当
す
お
地
域
の
実
情
に
精
選
し
て

い
る
方
と
な
っ
て
い
ま
す
。

相
談
員
の
役
割
D
は
勉
域
に
お
け

お
相
談
指
溝
活
動
聖
は
LIめ
〉
γυ
て

老
人
福
祉
の
壇
丘
地
に
つ
い
ず
幅
広
い

活
動
を
行
っ
て
均
b
、
お
年
寄
り
の
と
D
、
倒
み
に
答
え
る
乙
と
に
な
っ

悩
み
や
い
ろ
い
ろ
な
問
題
の
相
談
相
て
い
ま
す
。
棺
校
時
の
民
名
や
詳
し

苧
と
な
り
も
必
要
が
あ
れ
ば
相
談
か
い
乙
と
は
福
社
群
老
人
綿
花
係
へ
お

会
怖
の
諸
官
庁
な
ど
へ
白
連
絡
を
た
ず
ね
ア
¥
だ
さ
い
。

ごみを処理するとき爆発する場合がある
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